
数ⅠＡ演習

数と式の基本感覚数と式の基本感覚

１＿ＡＡＢ．次の式を因数分解せよ。

(1) ab( a - b ) + bc( b - c ) + ca( c - a )

(2) abc + a 2b - ab 2 - a + b - c

(3) p 4 + p 2 - 2ap - a 2 + 1

（順に、岐阜女子大、東海大、札幌大）

２＿Ａ．次の等式が xについての恒等式となるように定数 a , b , cの値を求めよ。
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（久留米工大）

３＿Ａ．次の等式が xについての恒等式になるように、0でない定数 a , b , c , dの値を求

めよ。
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４＿ＡＡ．(a)のとき、(b)の値を求めよ。

(1) (a) 83x (b) x 4 + 2x 3 - 2x - 1

(2) (a)
2
14113

x (b) x 5 + 12x 4 - 5x 3 + 6x 2 + 7x + 5

（順に、東海大、城西大）

５＿ＢＢ．(a)のとき、(b)の値を求めよ。

(1) (a) xが実数でなく、 21
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（順に、川﨑医大、久留米工大）

６＿Ｂ．α2 -α+ 1 = 0のとき、

(1) α3 + 1の値を求めよ。

(2) 1 +α+α2 + … +αn = 0となる正の整数 nを求めよ。

（関西大）



７＿ＡＡ．(a)のとき、(b)の式の値を求めよ。

(1) (a) ii 51,51   (b)
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(2) (a) x + y + z = 9 , xy + yz + zx = 18 , xyz = 27
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（順に、武蔵大、東洋大他）

８＿Ｂ． 33
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3102  ba のとき、a + bを簡単にせよ。

（中部大）

９＿Ｂ．正の実数 x , yについて、
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（専修大）

10＿Ｂ．a , b , c , dは 0でない実数で、
dccbba
111111

 を満たすものとする。

このとき、ab + bc + cd = 3adであることを証明せよ。

（甲南大）
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 についてα100の値を求めよ。

（順に、常葉学園大、帝塚山大）

12＿Ｂ．αとβは正の定数とし、 1
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（西南学院大）

13＿Ａ．複素数式 z = a + bi , z 3 = iをみたすとき、実数 a , bを求めよ。

（青山学院大）



14＿Ａ．(1) 次の等式が成り立つことを示せ。

21 2 + 22 2 + 23 2 + 24 2 = 25 2 + 26 2 + 27 2

(2) このように連続する 4つの自然数の 2乗の和がそれに続く 3の自然数の 2乗の和

等しくなるような場合は、この場合しかないことを示せ。

(3) 連続する 5つの自然数の 2乗の和が、それに続く 4つの自然数の 2乗の和に等し

くなるような場合はどんな場合か。

（桐蔭学園横浜大）

15＿Ｃ．nを自然数、 nを無理数とするとき、 nの整数部分を mとおく。このとき、
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が有理数ならば、nは 6か 24であることを証明せよ。

（立命館大）

16＿Ｃ．(1) xxD  1 のとき、xを Dを用いて表せ。

(2) 自然数 nが平方数でないとき、 nは無理数であることは既知として、自然数 x
に対して(1)の Dは有理数でないことを証明せ。

（立命館大）



解答
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14. (1)(2) 2222222 )3()2()1()1()2()3(  nnnnnnn より

(3) 222222222 444342414039383736 

15. 通分後の分子は nmnmn )23( 32  となり、有理数になるためには nm 23 2 

ここで、 1 mnm より、 526 m よって 4,2m
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(2) Dを有理数とすると、
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11 なとり、共に有理数となり不適である。




